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【序論】芳香族π共役系化合物は、その広く共役したπ電子系の特性を利用し導電性材料
や光機能性材料、有機EL発光材料として広く応用されている。化学的にも様々な機能性置
換基を導入する事で分子に特定の物性を付与できる特徴が有る。オワンクラゲなどの発光生
物の発光基質であるイミダゾピラジノン環構造は高いHOMOと低いLUMO準位を持ち、分子
内で大きく分極した特異なπ電子系を有する。このために生物化学発光性を持つとともに水
素結合による超分子構造形成、さらに長波長吸収、蛍光性など多様な物性を示す。このこと
からイミダゾピラジノン誘導体は光機能性分子及び分子、イオン認識センサー化合物として
様々な応用が期待される。このイミダゾピラジノン環を複数個連結した新規誘導体では環の持
つ特徴が倍増され、さらなる新しい物性発現が期待される。例えば化学発光では発光色の異
なる二段階発光が期待される。以上の観点から本研究ではこれまで確立されていなかった
8,8’直結型ビスイミダゾピラジノン誘導体と6,6’直結型ビスイミダゾピラジノンの合成経路を確
立し、それらの物性及び化学発光特性の評価を行った。 
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1b : R1 = Ph , R2 = H
2a : R1 = Me, R2 = 4-tert-BuPh
2b : R1 = Ph , R2 = 4-tert-BuPh
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